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■ 安 全 に 御 使 用 頂 く た め に

本機 の 設 置 、運 転 、 操 作、 保 守 点検 の 前 に 、必 ず こ の 取扱 説 明 書 の内 容 を 熟読 し 正 し

くお 使 い く ださ い 。 取 り扱 い を 誤っ た 場 合 、 が死 亡 ・ 傷 害・ 火 災 ・ 物的 損 害 の可 能 性

あり ま す 。

※お 読 み に なっ た 後 は 、い つ で も見 ら れ る とこ ろ に 必 ず保 管 し て くだ さ い 。ま た 、 紛

失 し た 場 合は 速 や か に販 売 店 より 購 入 し てく だ さ い 。

卓上 マ ッ フ ル炉 の 取 扱 説明 書 を お読 み 頂 く 際は 、 取 扱 説明 書 中 に 出て く る シン ボ ル マ

－ク を 注 意 して お 読 み くだ さ い 。マ － ク は それ ぞ れ を 表 し“ 重 要 事 項 ”

ます 。

次の シ ン ボ ルマ － ク を 無視 し て 誤っ た 取 り 扱い を す る と、 お き う る可 能 性 が想 定 さ れ

る内 容 を 記 載し て い ま す。

重 傷 及 び 物的 損 害 を 負う 可 能 性 があ り ま す

軽 傷 及 び 物的 損 害 を 負う 可 能 性 があ り ま す

本 機及 び 処 理物 に 悪 影 響、 故 障 等 が発 生 す る 可能 性 が あり ま す

必ず 警 告 、 注意 の シ ン ボル で 示 され て い る 内容 を 守 り 安全 か つ 正 常に 本 機 を

お使 い く だ さい 。
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付 属品 に 入 っ てい る 御 愛用 者 カ － ドを も と に ユ－ ザ － 登 録

を 行い ま す の で、 必 要 事項 を 御 記 入の 上 、 1ヶ 月 以内 に 必 着

す るよ う に 御 返送 く だ さい 。

尚 、必 要 事 項 の記 入 漏 れ及 び こ の カ－ ド の 御 返送 無 き 場 合

は 、そ の 後 の メン テ ナ ンス に 支 障 をき た す 事 もあ り ま す 。
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■ 主 な 仕 様

◆ 本 体 仕様

外形 寸 法 ･･････････ 340(W)× 380(H)× 490(D)mm(P70)

380(W)× 380(H)× 490(D)mm(P70G)

炉内 有 効 寸 法 ･･････ 120(W)× 90(H)× 220(D)mm

炉内 容 積 ･･････････ 2.4L

重量 ･･････････････ 約 20.5kg(P70)

約 21.5kg(P70G)

電源 電 圧 ･･････････ AC100V 50/60Hz

消費 電 力 ･･････････ 最大 1.4kW

最高 使 用 温 度 ･･････ 1150ﾟC

常用 使 用 温 度 ･･････ 1000ﾟC

使用 温 度 範 囲 ･･････ 100ﾟC～ 1150ﾟC

温度 コ ン ト

ロ － ル 範囲 ････ 0.5ﾟC

温度 制 御 方 式 ･･････ PID制 御 （ PID定 数 3組 ）

オ－ ト チ ュ－ ニ ン グ 付き

炉体 材 質 ･･････････ セラ ミ ッ クス フ ァ イ バ－ 真 空 成 型

温度 セ ン サ － ･･････ JIS K熱 電対

発熱 体 ････････････ パイ ロ マ ック ス DS

排気 孔 径 ･･････････ φ 23.5

最高 昇 温 速 度 ･･････ 1000ﾟCま で約 35分 ／ 1150ﾟCま で 約 60分

プロ グ ラ ム 数 ･･････ 40パ タ － ン／ 20セ グ メン ト

10種 類 の リン ク プ ロ グラ ム

リン ク 数 ･･････････ 最大 20パ タ－ ン ま で リン ク し た もの を 10種 類

外部 コ ン ト

ロ －ル ････ RS-232C通 信 ポ－ ト

通信 速 度 … 1200、 2400、 4800、 9600bps
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外部 出 力 ･･････････ 記録 計 用 熱電 対 端 子 、ガ ス 導 入 用 AC出 力 、 イベ ン ト 接点 出 力 3

種類 、 脱 臭装 置 接 続 端子 、 運 転 中／ 終 了 ／ アラ － ム 接点 出 力 、

停電 復 帰 選択 端 子 、 排煙 装 置 接 続端 子

安全 機 能 ･･････････ 過電 流 ブ レ－ カ 、 炉 内温 度 感 応 型冷 却 フ ァ ン、 過 昇 温設 定 器 、

リア カ バ －セ ン サ －

プロ グ ラ ム コン ト

ロ－ ラ 感 知 異常 ････ 過昇 温 異 常、 メ モ リ 内容 異 常 、 ヒ－ タ － 断 線、 温 度 セン サ －

断線

異常 表 示 ･･････････ 過昇 温 異 常（ プ ロ グ ラム コ ン ト ロ－ ラ 別 系 統） 、 過 昇温 異 常

（プ ロ グ ラム コ ン ト ロ－ ラ ） 、 温度 セ ン サ －断 線 、 ヒ－ タ －

断線 、 メ モリ 内 容 異 常

ガス 導 入

ユ ニ ッ ト ･･････ 流量 計 窒 素 2L/min、 導 入口 1ヶ 所 (P70は オ プシ ョ ン )

付属 品 ････････････ 炉床 板 １枚

KDF P70/P70G取 扱 説 明書 １冊

ご愛 用 者 カ－ ド １枚

排気 孔 栓 (GN100) １個

2mm六 角 レ ン チ １個

ガス 導 入 ユニ ッ ト (P70G) １個

付 属 品 ガ ス導 入 パ イ プ １個

ガ ス導 入 ホ － ス １本

φ 7ホ －ス ニ ッ プ ル １個

取 付用 ネ ジ （ 予備 ） ４個

◆ オ プ ショ ン 仕 様

ガス 導 入

ユ ニ ッ ト ･･････ 型式 KDG-70

(P70Gは 標 準 ) 流 量 計 窒 素 2L/min（ 酸素 、 ア ル ゴン 可 ）

導 入 口 1ヶ 所

電 源 AC100V 5VA

脱臭 装 置 ･･････････ 型式 KDF-ES7S

電 源 AC100V 100W

付 属 品 排 気孔 ス リ － ブ

型式 KDF-ES71S

電 源 AC100V 300W

付 属 品 排 気孔 ス リ － ブ

排煙 装 置 ･･････････ 型式 KDF-VF71S

電 源 AC100V 34VA/50Hz 37VA/60Hz

付 属 品 排 気孔 ス リ － ブ

φ 75耐 熱 ダ ク ト 2.5m（ 伸 張時 ）

ダ クト ク ラ ン プ
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RS-232C通 信

ソ フ ト ウ ェア ････ 型式 KDM-232 for WINDOWS

対象 OS MS-WINDOWS2000、 XPが 動 作す る 機 種

メデ ィ ア CD-ROM

付属 品 KDM-232操 作 説 明 書 １冊

■ 各 部 の 名 称 と 機 能

◆ 本 体 正面 (P4正面 図 参 照 )

１ 炉 扉 開閉 取 っ 手 ： 炉 扉 の 開閉 用 の 取 っ手 で す 。

２ 炉 扉 ： 炉 体 部 の扉 で す 。

３ ガ ス 導入 ユ ニ ッ ト ： ガ ス 導 入用 の 流 量 計、 電 磁 弁 、切 替 ス イッ チ が 一

体 に な った ユ ニ ッ トで す 。 (P70は オ プ ショ ン )

４ 流 量 計（ 窒 素 2L/min） ： ガ ス 導 入ユ ニ ッ ト の流 量 計 で す。 (P70はオ プ シ ョ

ン )

５ ガ ス 切替 ス イ ッ チ ： ガ ス 導 入の ” 入 ” 、” 自 動 ” 、” 切 ” の選 択 を す

る ス イ ッチ で す 。 (P70は オ プ ショ ン )

６ 操 作 パネ ル ： 本 体 の プロ グ ラ ミ ング や 情 報 表示 等 を 行い ま す 。

７ 電 源 スイ ッ チ ： 本 体 の 電源 ス イ ッ チで す 。 （ 本体 側 面 ）

◆ 本 体 後面 (P5後面 図 参 照 )

Ａ ガ ス 出力 ポ － ト ： ガ ス 導 入ユ ニ ッ ト のガ ス 出 力 ポ－ ト で す。 (P70は

オ プ シ ョン )

Ｂ ガ ス 導入 ユ ニ ッ ト接 続 線 ： ガ ス 導 入ユ ニ ッ ト 用電 源 コ － ドで す 。 (P70は オ プ

シ ョ ン )

Ｃ ガ ス 導入 ポ － ト ： ガ ス 導 入ユ ニ ッ ト のガ ス 入 力 です 。 指 定の ガ ス を

こ こ よ り導 入 し て くだ さ い 。 (P70は オ プシ ョ ン )

Ｄ 排 煙 装置 出 力 ： オ プ シ ョン の 排 煙 装置 を 接 続 する コ ネ クタ で す 。

AC100Vが出 力 さ れ ます 。 （ KDF-VF71Sが 取 付可 能 ）

Ｅ 電 源 コ－ ド ： 本 体 の 電源 コ － ド です 。

Ｆ ガ ス 導入 パ イ プ ： 炉 体 部 に取 付 ら れ てい る ガ ス 導入 用 の パイ プ で す 。

(P70は オプ シ ョ ン )

Ｇ 過 電 流ブ レ － カ ： 本 体 の メイ ン ブ レ －カ で す 。

Ｈ 過 昇 温設 定 器 ： 過 昇 温 異常 （ プ ロ グラ ム コ ン トロ － ラ とは 別 系

統 ） の 動作 温 度 を 設定 す る つ まみ で す 。

Ｉ ク リ －ナ 出 力 ： オ プ シ ョン の 脱 臭 装置 を 接 続 する コ ン セン ト で す 。

AC100Vが出 力 さ れ ます 。 （ KDF-ES7S、 KDF-ES71Sが

取 付 可 能）

Ｊ 外 部 出力 端 子 台 ： 本 体 内 部の 情 報 を 外部 へ 出 力 する 端 子 台で す 。

Ｋ ガ ス イベ ン ト 出 力 ： ガ ス 導 入ユ ニ ッ ト の接 続 線 を 取り 付 け るコ ネ ク タ

で す 。 （ AC100Vが 出力 さ れ ま す）

(プ ロ グ ラ ム項 目 の イ ベン ト で プロ グ ラ ミ ング 可

能 )

Ｌ RS-232C通信 ポ － ト ： RS-232Cク ロス ケ － ブ ルを 接 続 する コ ネ ク タで す 。
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◆ 本 体 正面 図

正面 図
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◆ 本 体 後面 図

後 面図
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■ 後 部 端 子

本体 後 部 に は、 外 部 と の取 り 合 いを す る 信 号が 端 子 に 出て い ま す 。必 要 に 応じ て

使用 し て く ださ い 。

◆ 10Pの 端 子 に つい て

リセ ッ ト ： プ ロ グ ラム 運 転 中に 、 停 電 等で 一 時 通 電が ス ト ッ プし 、 通 電が 再 開 さ

れ た 時 に運 転 動 作を 続 行 す るか 、 中 断 する か の 設 定が で き ます 。

ジ ャ ン パ－ ピ ン を接 続 す れ ば中 断 、 外 せば 続 行 し ます 。

出 荷 時 ジャ ン パ －ピ ン は 接 続さ れ て い ます 。

運 転 ： プ ロ グ ラム 運 転 中に ONす る 接点 出 力 で す。

終 了 ： プ ロ グ ラム 運 転 が終 了 し た とき 、 1秒 間 ONする 接 点 出力 で す 。

アラ － ム ： 熱 電 対 断線 、 過 昇温 異 常 等 のア ラ － ム 発生 時 に ONする 接 点 出力 で す 。

Ｋ熱 電 対 ： 炉 内 の 温度 セ ン サ－ （ K熱 電 対 ）に 接 続 さ れて い ま す。 温 度 挙 動を 記

録 す る とき は レ コ－ ダ 等 を 接続 し て く ださ い 。

出 力 1 ： プ ロ グ ラム コ ン トロ － ラ で プロ グ ラ ム 制御 で き る 接点 出 力 です 。

操 作 パ ネル の 出 力 1ラン プ が 点 灯時 に ONし ます 。

出 力 2 ： プ ロ グ ラム コ ン トロ － ラ で プロ グ ラ ム 制御 で き る 接点 出 力 です 。

操 作 パ ネル の 出 力 2ラン プ が 点 灯時 に ONし ます 。

出 力 3 ： プ ロ グ ラム コ ン トロ － ラ で プロ グ ラ ム 制御 で き る 接点 出 力 です 。

操 作 パ ネル の 出 力 3ラン プ が 点 灯時 に ONし ます 。

●接 点 出 力 端子 の 容 量 は最 大 AC200V/3Aで す 。 この 容 量 を 超え る 負 荷は 接 続 し な

い で く だ さい 。 内 部 の部 品 等 が破 裂 、 燃 焼等 で 火 災 の原 因 に な りま す 。 また 、

本 機 及 び 接続 さ れ た 機器 の 故 障の 原 因 に もな る こ と があ り ま す 。
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◆ ク リ －ナ 出 力 AC100Vに つ いて

クリ － ナ 出 力 AC100Vは プロ グ ラ ム運 転 中 と マニ ア ル 運 転中 に 常 時 AC100Vが 出力 さ れ て

いま す 。 オ プシ ョ ン の 脱臭 装 置 （ KDF-ES7S、 KDF-ES71S） の ACプ ラ グを 差 し 込 みま す 。

●こ の コ ン セン ト は 脱 臭装 置 専 用で す の で 、他 の 機 器 は接 続 し な いで く だ さい 。

内 部 の 部 品等 が 破 裂 、燃 焼 等 で火 災 の 原 因に な り ま す。 ま た 、 本機 及 び 接続 さ

れ た 機 器 の故 障 の 原 因に も な るこ と が あ りま す 。

◆ ガ ス イベ ン ト 出 力 AC100Vにつ い て

ガス 導 入 ユ ニッ ト （ P70はオ プ シ ョ ン） の 電 源 コ－ ド を 接 続し ま す 。ガ ス 導 入 ユニ ッ ト

の切 替 ス イ ッチ に よ り 、電 磁 弁 の手 動 ON/OFFや プ ロ グ ラム 制 御 に よる 自 動 ON/OFFが 行

えま す 。 自 動 ON/OFFの 場合 、 操 作パ ネ ル の イベ ン ト ラ ンプ が 点 灯 時に ONし ます 。

●こ の コ ネ クタ は ガ ス イベ ン ト 出力 専 用 で すの で 、 他 の機 器 は 接 続し な い でく だ

さ い 。 内 部の 部 品 等 が破 裂 、 燃焼 等 で 火 災の 原 因 に なり ま す 。 また 、 本 機及 び

接 続 さ れ た機 器 の 故 障の 原 因 にも な る こ とが あ り ま す。

◆ 排 煙 装置 出 力 に つい て

排煙 装 置 出 力は 運 転 中 とマ ニ ア ル運 転 中 及 び冷 却 フ ァ ン動 作 中 に 排煙 装 置 が動 作 す る

電源 が 出 力 され て い ま す。

オプ シ ョ ン の排 煙 装 置 （ KDF-VF71S）の 電 源 コ ード を 差 し 込み ま す 。

●こ の コ ネ クタ は 排 煙 装置 専 用 です の で 、 他の 機 器 は 接続 し な い でく だ さ い。

内 部 の 部 品等 が 破 裂 、燃 焼 等 で火 災 の 原 因に な り ま す。 ま た 、 本機 及 び 接続 さ

れ た 機 器 の故 障 の 原 因に も な るこ と が あ りま す 。
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◆ RS-232Cコ ネ クタ に つ い て

市販 の RS-232Cクロ ス ケ －ブ ル で 、 ホス ト コ ン ピュ － タ の RS-232Cコネ ク タ に接 続 し て

くだ さ い 。

RS-232Cの 詳 し い通 信 仕 様書 は 、 別 途弊 社 営 業 部ま で お 問 い合 わ せ くだ さ い 。

・ RS-232Cケ － ブ ル配 線 図

① 25P-25Pの 場 合 (NEC PC-98機 )

電気 炉 側 25P パソ コ ン 側 25P

SD 2 2 SD

RD 3 3 RD

RS 4 4 RS

CS 5 5 CS

DR 6 6 DR

ER 20 20 ER

SG 7 7 SG

② 25P-9Pの 場合 (DOS/V機 )

電気 炉 側 25P パソ コ ン 側 9P

SD 2 2 SD

RD 3 3 RD

CS 5 4 CS

SG 7 5 SG

RS 4 6 RS

DR 6 7 DR

ER 20 8 ER



- 9 -
W1005600-4

■ 電 気 炉 使 用 上 の 諸 注 意

●炉 内 が 熱 い時 は 炉 扉 を開 け な いで く だ さ い。 火 傷 、 火災 の 原 因 にな り ま す。

ま た 、 熱 処理 物 に よ って は 空 気が 急 に 入 る事 に よ り 爆発 す る 恐 れも あ り ます 。

●本 機 の 炉 扉を 開 け た まま で 温 度上 昇 を 行 わな い で く ださ い 。 火 傷、 火 災 の原 因

に な り ま す。

●本 機 の 改 造、 分 解 は 絶対 に 行 わな い で く ださ い 。 感 電や 火 災 、 故障 等 の 原因 に

な り ま す 。

◆ 熱 処 理物 に つ い て

電 気炉 で 熱 処 理し ま す と 物に よ っ ては 物 性 が 変わ り 、 周 囲に 危 険 を 及ぼ し た り、 電 気 炉

自 身に も 悪 影 響が で る 場 合が あ り ます 。 以 下 の事 柄 を よ く読 ん で く ださ い 。

●熱 処 理 す るこ と に よ って 爆 発 性の 気 体 が 発生 す る 物 質は 、 本 機 では 処 理 しな い

で く だ さ い。 爆 発 を 起こ し 死 亡・ 傷 害 ・ 火災 の 恐 れ があ り ま す 。

前 も っ て 爆発 性 の 気 体が 発 生 しな い よ う な処 理 を 行 って く だ さ い。

● 熱 処 理 を行 う こ とに よ り 、 多量 の カ － ボン が 発 生 する 樹 脂 等の 熱 処 理 はで

き る だ け少 量 で 行っ て く だ さい 。 ま た 炉内 が 黒 く なっ て い ます と カ － ボン

の 付 着 が考 え ら れま す の で 、 1000ﾟCで 約 1時 間 空焼 き を お こな っ て くだ さ

い 。 カ －ボ ン が 付着 し た ま ま熱 処 理 を 続け ま す と 、ヒ － タ －が 断 線 す る恐

れ が あ りま す 。

● 熱 処 理 を行 う こ とに よ り 、 物質 か ら 発 生す る ガ ス や液 体 に より 、 炉 の 断熱

材 、 ヒ －タ － 、 炉床 板 、 板 金、 脱 臭 装 置を 損 傷 さ せる 場 合 があ り ま す 。

熱 処 理 を行 う 際 は、 充 分 材 料を お 調 べ くだ さ い 。

● 処 理 物 と断 熱 材 が接 触 し て いま す と 反 応を 起 こ し て融 着 し たり 、 ヒ － タ－

が 断 線 する 恐 れ があ り ま す 。

・長 時 間 ご 使用 に な ら なか っ た 場合 は 断 熱 材が 吸 湿 し てい ま す の でご 使 用 前に 空 焼 き

（ 800ﾟCで 1時 間 程 度 ）さ れ る こと を お す すめ し ま す 。
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◆ 断 熱 材に つ い て

● 本 機 の 発熱 体 は 熱効 率 、 温 度分 布 を 良 くす る た め に、 軽 量 の断 熱 材 を 使用

し て い ます 。 こ の為 、 処 理 物が 熱 板 に 接触 し ま す と損 傷 の 恐れ が あ り ます

の で 、 処理 物 の 出し 入 れ の とき に は 、 左右 の 熱 板 に接 触 さ せな い よ う にご

注 意 く ださ い 。 また 熱 処 理 物か ら 発 生 する ガ ス ・ 液体 の 種 類に よ っ て は断

熱 材 の 破損 、 ヒ －タ － の 断 線等 も 考 え られ ま す の で前 も っ てご 確 認 く ださ

い 。

（ 参 考） ヒ － タ－ 材 質 Al 6%

Cr 23%

Fe 71%

断 熱 材材 質 Al O 48%２ ３

SiO 52%２

● 炉 内が 600℃ 以 上の 高 温 の 時に 、 扉 を 開け て 急 速 冷却 し ま すと 熱 板 が 破損

す る場 合 が あ りま す 。

・ご 購 入 時 、ま た は 数 回の 昇 温 で炉 体 の 断 熱材 の 表 面 にヒ ビ が 入 る場 合 が あり ま す が 、

性 能 及 び 品質 に は 問 題あ り ま せん 。

◆ 常 用 使用 温 度 と 最高 使 用 温度

・常 用 使 用 温度

熱 処 理 物 から 特 に 腐 食性 の ガ スが で な い 時に 、 長 時 間の 使 用 に 耐え る こ との で き る

温 度 と 定 めて い ま す 。従 っ て 、熱 処 理 す る事 に よ っ て腐 食 性 の ガス ・ 液 体等 が 発 生

す る 場 合 には 、 常 用 使用 温 度 、ま た は そ れよ り も 低 い温 度 で 使 用し て い ても 、 比 較

的 短 い 時 間に 炉 に ダ メ－ ジ を 与え 、 ヒ － タ－ が 断 線 した り 、 炉 の断 熱 材 に悪 影 響 を

及 ぼ す こ とが 考 え ら れま す 。

・最 高 使 用 温度

比 較 的 短 時間 （ 数 時 間） な ら 、腐 食 性 の ガス の な い 条件 下 で 使 用で き る 温度 と 定 め

て い ま す 。従 っ て 長 時間 の 使 用に は 向 い てい ま せ ん 。
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◆ 発 熱 体に つ い て

当 社 の電 気 炉 に 使用 し て いる PX-DS発 熱 体 は 発熱 体 最 高 使用 温 度 が 1400℃ の 高温 炉 用 高

級 発 熱体 で す 。

特 に 本材 は 大 気 中の 耐 酸 化抵 抗 が き わめ て 良 好 で、 各 種 高 温炉 、 電 熱機 器 は も ちろ ん の

こ と 各種 電 気 炉 に多 く 使 用さ れ て い ます 。

・各 種 雰 囲 気ガ ス の 影 響

a)大 気 ／ 窒素

PX-DSは 表 面に AL O か ら な る保 護 皮 膜 が生 成 す る ので 、 大 気 中／ 窒 素 中で 大 き な２ ３

耐 酸 化 抵抗 を 示 し ます 。

b)浸 炭 性 雰囲 気

発 熱 体 表面 に 生 成 した AL O の 保護 皮 膜 は 内部 へ の 浸 炭を 防 ぎ 、良 好 な 高 温耐 食 性２ ３

を 示 し ます 。 な お 、発 熱 体 を浸 炭 雰 囲 気中 で 使 用 する 前 に 予 め大 気 中 で加 熱 （ 10

00℃ で 5時 間程 度 ） 、そ の 表 面 に AL O の保 護 皮 膜 を生 成 さ せ るこ と に より 、 発 熱２ ３

体 内 部 への 浸 炭 を 防ぎ 寿 命 を長 く し ま す。 こ の よ うに PX-DSの 場合 、 表 面 に良 質 の

保 護 皮 膜が で き る ので 浸 炭 性雰 囲 気 中 でも 比 較 的 良好 な 結 果 が得 ら れ ます 。

c)そ の 他

発 熱 体 表面 に 生 成 した AL O 保 護皮 膜 の 形 成を 阻 害 す る物 質 や 保護 皮 膜 と 反応 し て２ ３

低 融 点 化す る 物 質 はす べ て 発熱 体 に と って 有 害 と なり ま す 。

● S（ イオ ウ ）

H Sや SO を 含 む 雰囲 気 で は Sと 反 応 して 低 融 点 化す る の で 使用 は 好 まし く２ ２

あ り ま せん 。

● ハ ロ ゲ ン /塩 類

Cl,F等 のハ ロ ゲ ン元 素 や Na,K等 の ア ル カリ 金 属 の 塩類 は 保 護皮 膜 の 形 成が

阻 害 さ れる た め すべ て 有 害 とな り ま す 。

・低 い 温 度 での 使 用

500℃ 程 度 、 また は そ れ以 下 の 温 度域 で の ご 使用 に お い ては 、 ヒ －タ － 表 面 に熱 処 理

物 か ら 出 るカ － ボ ン が付 着 し てヒ － タ － が断 線 す る 場合 が あ り ます 。 （ ス－ テ ィ ン

グ 現 象 ） 炉内 が 黒 っ ぽく な っ てい る 場 合 は、 カ － ボ ンの 付 着 が 考え ら れ ます の で 、

一 度 1000℃で 1時 間 程 度、 空 焼 き して く だ さ い。 カ － ボ ンが 燃 焼 し、 ヒ － タ －表 面 に

も 酸 化 保 護皮 膜 が で きま す の で長 寿 命 が 期待 で き ま す。

◆ 炉 扉 の構 造 に つ いて

本 機 の炉 扉 は 断 熱材 の 部 分が 前 後 に 若干 動 く 構 造に な っ て いま す 。 これ は 、 長 年使 用 し

て も 炉内 と 炉 フ タの 間 に すき 間 が 開 かな い よ う にす る 為 で 、扉 を 閉 めた 状 態 で バネ で 炉

フ タ を押 さ え 、 常に 密 着 する 様 に な って い ま す 。扉 を 開 け て炉 フ タ （断 熱 材 の 部分 ） を

押 せ ば、 奥 に へ こみ ま す が異 常 で は あり ま せ ん 。

◆ 輸 送 につ い て

● 移 動 、 修理 等 で 本製 品 を 輸 送す る 場 合 は、 炉 内 に 炉床 板 等 は入 れ な い でく

だ さ い 。ま た 、 排気 孔 栓 、 排気 孔 ス リ －ブ も 外 し てく だ さ い。

輸 送 時 に炉 内 を 傷め ま す 。
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■ 運 転 前 の 準 備

◆ 設 置 上の 注 意

・ マッ フ ル 炉 を正 常 に 運 転す る 為 に電 源 AC100V、 50/60Hz、 電流 容 量 20A以 上 の電 源 設 備

を御 用 意 く ださ い 。

・ 塵挨 の 少 な い所 で 、 電 源設 備 に 近い 所 へ 設 置し て く だ さい 。

・ 本体 を 傾 け たり 、 倒 し たり し ま すと 流 量 計 の値 に 誤 差 が出 る 可 能 性が あ り ます 。 水 平

な位 置 で 動 作さ せ る よ うに し て くだ さ い 。 (P70G)

・ 設置 場 所 の 移動 等 の 時 の為 に 、 梱包 材 料 は 保管 し て お いて く だ さ い。

●雨 や 水 が かか る 場 所 への 設 置 はし な い で くだ さ い 。 感電 の 恐 れ があ り ま す。

●本 機 に 接 続さ れ て い る配 線 、 配管 等 は 引 っか け 無 い よう に し っ かり と 固 定し て

く だ さ い 。感 電 、 火 災、 ガ ス 漏れ の 原 因 にな り ま す 。

●紙 ・ 布 ・ カー テ ン ・ ビニ ー ル 類・ ヘ ア ス プレ ー ・ ガ ソリ ン ・ ベ ンジ ン ・ シン ナ

ー ・ ア ル コー ル 等 燃 えや す い 物は 本 機 に 近づ け な い でく だ さ い 。ま た 、 畳・ じ

ゅ う た ん ・テ － ブ ル クロ ス な どの 燃 え や すい 物 の 上 には 本 機 を 設置 し な いで く

だ さ い 。 火災 の 原 因 にな り ま す。

●燃 え や す い物 が 本 機 の上 に 落 ちて き た り 、飛 ん で き たり す る 場 所に は 設 置し な

い で く だ さい 。 火 災 の原 因 に なり ま す 。

●周 囲 の 壁 面、 他 の 機 器類 等 か ら 50cm以 上 離し て 設 置 し、 周 囲 に 燃え や す いも の

を 置 か な いよ う に し てく だ さ い。 火 災 の 原因 に な り ます 。
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◆ 配 線 作業

・ 電源 コ － ド が本 体 よ り でて い ま すの で 、 AC100V 20A以 上の 専 用 電 源回 路 に 接続 し て く

ださ い 。 ア －ス 端 子 の 付い て い ない コ ン セ ント か ら 電 源を 取 る 場 合は 、 電 源コ － ド の

ア－ ス 端 子 を取 り 去 っ て使 用 し てく だ さ い 。こ の 場 合 ア－ ス は 本 体ア － ス 線接 続 端 子

より 取 っ て くだ さ い 。

●ヒ － タ － 交換 ・ 熱 電 対交 換 を され る 場 合 は必 ず 本 機 のブ レ － カ （電 源 遮 断機 ）

を 遮 断 し てか ら 作 業 を行 っ て くだ さ い 。 感電 の 恐 れ があ り ま す 。

●配 線 工 事 は電 気 設 備 技術 基 準 や電 力 会 社 の内 線 規 定 に従 っ て 安 全確 実 に 行っ て

く だ さ い 。ま た 、 指 定の 電 圧 以外 の 電 源 は使 用 し な いで く だ さ い。 火 災 の原 因

に な り ま す。

●本 機 に 電 源コ ー ド を 接続 す る 際に は 必 ず ア－ ス 工 事 も行 っ て く ださ い 。 感電 の

原 因 に な りま す 。

●本 機 へ の 電源 供 給 は 付属 の 電 源コ ー ド を 使用 し て く ださ い 。 や むを 得 ず 他の 電

源 コ ー ド を使 用 さ れ る場 合 は 、電 源 コ ー ドの 許 容 電 流が 本 機 に 適切 か 製 造元 に

お 問 い 合 わせ く だ さ い。 誤 っ た電 源 コ ー ドを 使 用 し ます と 、 電 源コ ー ド が発 熱

し 火 災 の 原因 に な り ます 。

●電 源 コ ー ドの 上 に 重 い物 を 置 かな い で く ださ い 。 電 源コ ー ド が 破損 し 火 災や 感

電 の 原 因 にな り ま す 。

●本 機 に 接 続さ れ て い る配 線 、 配管 等 は 引 っか け 無 い よう に し っ かり と 固 定し て

く だ さ い 。感 電 、 火 災、 ガ ス 漏れ の 原 因 にな り ま す 。

●電 源 プ ラ グ変 換 ア ダ プタ － で 接続 し ま す と接 続 部 が 発熱 し 、 火 災が 発 生 する 可

能 性 あ り ます 。 使 用 しな い で くだ さ い 。

●電 源 コ ー ドを 抜 く と きは 、 電 源コ ー ド を 引っ 張 っ て 抜か な い で くだ さ い 。火 災

や 感 電 の 原因 に な り ます 。 電 源プ ラ グ を 持っ て 抜 き 差し し て く ださ い 。

◆ 炉 床 板の 設 置

・ 付属 の 炉 床 板を 炉 内 の 底に 敷 い てく だ さ い 。

● 炉 床 板に 直 接 材 料を 置 き ます と 、 炉 温よ り 低 く なる 可 能 性 があ り ま すの で 、

で き るだ け 炉 中 央に 置 く よう に 耐 火 物等 の ス ペ －サ で 調 節 して く だ さい 。

● 炉 床 板は 、 炉 内 の断 熱 材 を守 る た め に必 ず 必 要 な物 で す 。 炉床 板 の ない 状

態 で 使用 す る こ とは 絶 対 に避 け て く ださ い 。

● 炉 床 板と 材 料 が 反応 し て お互 い が 損 傷す る 事 が あり ま す の で、 材 料 と反 応

し な いト レ イ や ルツ ボ に 材料 を 入 れ てか ら 炉 床 板に 置 い て くだ さ い 。
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◆ 排 気 孔栓 の 取 付

・ 排気 孔 栓 は 本体 上 部 の 排気 孔 に 栓を す る 為 のも の で す 。

●本 機 の 上 部排 気 孔 は 高温 の 空 気、 ガ ス が 排出 さ れ ま す。 脱 臭 装 置を 設 置 され な

い 場 合 は 付属 の 排 気 孔栓 で フ タを し て く ださ い 。 火 傷、 火 災 の 原因 に な りま す 。

◆ ガ ス 導入 に つ い て

当 社の 電 気 炉 でガ ス を 導 入し て 使 用さ れ る 場 合は 、 高 圧 ガス 取 締 法 に基 づ い て、 以 下 の

事 柄を ご 理 解 の上 安 全 に ご使 用 く ださ い 。

●炉 内 に は 可燃 性 ガ ス を流 さ な いで く だ さ い。 爆 発 を 起こ し 死 亡 ・傷 害 ・ 火災 の 恐

れ が あ り ます 。

●炉 内 に 酸 素・ 空 気 等 の支 燃 性 ガス を 流 す 場合 は 、 熱 処理 物 が 急 激に 燃 焼 して 爆

発 の 恐 れ があ り ま す ので 熱 処 理さ れ る 量 を良 く 考 え た上 で 処 理 を行 っ て くだ さ

い 。 処 理 物の 量 が 不 安な 場 合 は製 造 元 ま でお 問 い 合 わせ く だ さ い。

●本 機 で 使 用で き る ガ スは 、 窒 素等 の 不 活 性ガ ス 、 酸 素ガ ス に 限 りま す 。 ただ し

こ れ ら の ガス に つ い ても 、 熱 処理 物 や 熱 処理 物 か ら 発生 す る ガ スと 急 激 に反 応

す る 場 合 は使 用 で き ませ ん 。 爆発 の 恐 れ があ り ま す 。

そ の 他 の ガス に つ い ては 当 社 まで お 問 い 合わ せ く だ さい 。

●ガ ス を 炉 内へ 導 入 す ると き 、 ガス の 種 類 によ っ て は 、熱 処 理 物 がガ ス と 激し く

反 応 し 、 爆発 の 恐 れ があ り ま す。 導 入 ガ スと 激 し く 反応 す る 熱 処理 物 は 使用 し

な い で く ださ い 。

● 流 量 値を 正 確 に 読む た め に、 供 給 圧 力は 調 圧 器 で 0.1MPaに 調圧 し て 使用 し

て く ださ い 。 0.1MPa以 上 に調 圧 し ま すと 流 量 計 が破 損 す る 場合 が あ りま す 。
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◆ ガ ス 導入 ユ ニ ッ ト取 付 （ P70は オ プシ ョ ン ）

１ ．ガ ス 導 入 ユニ ッ ト 本 体の 取 付

・図 1の "ａ "の 2ヶ 所 の ビス を 取 り、 角 溝 に 合わ せ て ガ ス導 入 ユ ニ ット を 取 り付 け て

く だ さ い 。

図 1

２ ．ガ ス 導 入 パイ プ の 取 付

後 ろ の パ ネル を 取 り 、ガ ス 導 入孔 カ バ － を取 り 除 き 、ガ ス 導 入 パイ プ を 図 2の位 置 に

ネ ジ 止 め しま す 。 ガ ス導 入 パ イプ か ら で てい る チ ュ －ブ を 後 ろ のパ ネ ル の穴 に 通 し

て く だ さ い。 後 ろ の パネ ル を 元通 り に ネ ジ止 め す れ ば作 業 は 終 わり で す 。チ ュ － ブ

の 端 末 は ガス 導 入 ユ ニッ ト の ガス 出 力 (ホ ー スニ ッ プ ル )に つ な いで く だ さい 。

図 2
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３ ．ガ ス 導 入 ユニ ッ ト 接 続線 の 取 付

ガ ス 導 入 ユニ ッ ト か らで て い るコ ネ ク タ 付き の 線 を 本体 後 部 の ガス イ ベ ント 出 力 に

接 続 し て くだ さ い 。 （ P-5 本 体後 面 図 参 照）

４ ．ガ ス の 接 続

ガ ス 導 入 ユニ ッ ト の ガス 入 力 ポ－ ト に 用 途に 応 じ て ガス を 接 続 して く だ さい 。 ガ ス

圧 は 約 0.1MPaに な る よう に レ ギュ レ － タ で調 圧 し て くだ さ い 。

５ ．切 替 ス イ ッチ に つ い て

切 替 ス イ ッチ は "自 動 "の 状 態 でプ ロ グ ラ ム通 り の 制 御を 行 い ま す。 "入 "にし ま す と

常 時 電 磁 弁が 開 放 状 態に な り 、 "切 "に し ます と 常 時 電磁 弁 が 閉 じた 状 態 にな り ま す 。

◆ 脱 臭 装置 (KDF-ES7S、 KDF-ES71S)につ い て (オ プ ショ ン )

KDF-ES7S、 KDF-ES71Sは 熱処 理 中 に 発生 す る ガ スを 白 金 触 媒の 酸 化作 用 で 無臭 、 無 害※

の気 体 に す るも の で す 。多 量 の カ－ ボ ン 、 ワッ ク ス 、 シリ コ ン 等 が発 生 す る場 合 は 処

理し き れ ず に触 媒 の 表 面に 付 着 し、 性 能 が 低下 す る 場 合が あ り ま す。 こ の 時は 、 内 部

の白 金 触 媒 を電 気 炉 で 500℃ 程 度 で 約 1時 間 空焼 き し て くだ さ い 。

※ 酸 化に よ り 無 臭、 無 害 にな ら な い ガス （ 気 体 ）は 処 理 で きま せ ん 。

●発 生 す る 有害 ガ ス が 少量 で も 人体 に 害 を 与え る 場 合 は、 脱 臭 装 置を 取 り 付け て

も 熱 処 理 しな い で く ださ い 。 死亡 ・ ガ ス 中毒 等 の 恐 れが あ り ま す。

●脱 臭 装 置 で分 解 が 不 可能 な 有 害ガ ス が 発 生す る 物 質 は熱 処 理 し ない で く ださ い 。

死 亡 ・ ガ ス中 毒 等 の 恐れ が あ りま す 。 有 害ガ ス が 発 生す る 物 質 を熱 処 理 する 場

合 は 本 機 の製 造 元 ま で問 い 合 わせ て く だ さい 。

●多 量 の 有 害ガ ス が 発 生す る 処 理量 、 処 理 物は 熱 処 理 しな い で く ださ い 。 死亡 ・

ガ ス 中 毒 等の 恐 れ が あり ま す 。

●脱 臭 装 置 の天 部 は 高 温の 空 気 、ガ ス が 排 出さ れ ま す 。触 れ た り 、物 を 置 かな い

で く だ さ い。 火 傷 、 火災 の 原 因に な り ま す。
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◆ 脱 臭 装置 の 取 付 （オ プ シ ョン ）

１ ． KDF-ES7S、 KDF-ES71Sの取 付

・図 3、 図 4のよ う に 本 体の 排 気 孔に KDF-ES7Sま た は KDF-ES71Sの 付 属品 の 排 気 孔ス リ －

ブ を 挿 入 し、 そ の 上 に KDF-ES7Sま た は KDF-ES71Sを 設 置 しま す 。 （ KDF-ES71Sは 4ヶ 所

ビ ス 止 め しま す 。 ）

KDF-ES7Sまた は KDF-ES71Sの ACプ ラグ 付 き 電 源コ － ド を 本体 の ク リ－ ナ 出 力 コン セ ン

ト （ P-5 本体 後 面 図 参照 ） に 差し 込 ん で くだ さ い 。

《Ｋ Ｄ Ｆ － ＥＳ ７ Ｓ の取 付 》 《 Ｋ Ｄ Ｆ－ Ｅ Ｓ ７ １Ｓ の 取 付》

図 3 図 4

排気孔スリーブ

マッフル炉

脱臭装置

排気孔スリーブ

脱臭装置

マッフル炉
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■ プ ロ グ ラ ム コ ン ト ロ － ラ の 概 要

こ のプ ロ グ ラ ムコ ン ト ロ －ラ は 温 度制 御 、 イ ベン ト （ ガ ス出 力 ） 、 出力 1、 出 力 2、 出 力

3の 各 条件 値 を プ ログ ラ ム する 事 に よ り、 自 動 で 動作 さ せ る 事が で き ます 。

以 下主 な 動 作 と表 示 の 説 明を 行 い ます 。

◆ プ ロ グラ ム 動 作

プロ グ ラ ム キ－ を 押 す 事に よ り 、こ の 動 作 にな り ま す 。こ の モ － ドで プ ロ グラ ム を

組み ま す 。 詳し い 内 容 は” ■ プ ログ ラ ム 方 法” を ご 覧 くだ さ い 。

◆ プ ロ グラ ム 運 転 動作

プロ グ ラ ム を組 み 、 ス タ－ ト さ せる 事 に よ り自 動 運 転 を行 い ま す 。プ ロ グ ラム は 1パ タ

－ン に 20セ グメ ン ト 組 めま す 。 パタ － ン は 00～ 39の 40パタ － ン で 40～ 49の 10パ タ － ン

はリ ン ク 専 用パ タ － ン です 。

運転 中 に Ａ Ｔキ － を 押 す事 に よ り、 自 動 で PID定数 を 計 算 しま す 。

◆ マ ニ アル 運 転 動 作

待機 中 に マ ニア ル キ － を押 し 、 温度 設 定 を して 温 度 を 上昇 さ せ る 事が で き ます 。

使用 方 法 は 、ま ず マ ニ アル キ － を押 し ま す 。上 段 表 示 が設 定 温 度 で下 段 表 示が 現 在 温

度で す 。 設 定温 度 に 現 在温 度 が 一致 す る よ うに ON/OFF制御 を 開 始 しま す 。

設定 温 度 を 変更 す る に は、 エ ン タ－ キ － を 押し て 、 上 段表 示 が 点 滅中 に 設 定温 度 を テ

ンキ － に よ り入 力 し て 再び エ ン タ－ キ － を 押し ま す 。

マニ ア ル 運 転の 解 除 は 再び マ ニ アル キ － を 押し ま す 。

注意 ） マ ニ アル 温 度 は 一度 設 定 を行 う と そ の温 度 を 記 憶し て い ま す。 マ ニ アル 動 作 を

開 始 する と 以 前 記憶 し た 温度 に 無 条 件で 温 度 制 御し ま す の で、 誤 っ てマ ニ ア ル

動 作 を開 始 し た 場合 、 温 度上 昇 し な いよ う に 設 定温 度 を 0ﾟCにし て マ ニ アル 動 作

を 解 除し て く だ さい 。

◆ 表 示 の説 明

プ ロ グ ラ ム： プ ロ グ ラム 動 作 中に 点 灯 し ます 。 又 、 運転 中 の プ ログ ラ ム 変更 動 作 中

に 点 滅 しま す 。

運 転： プ ロ グ ラム 運 転 中に 点 灯 し ます 。

マ ニ ア ル： マ ニ ア ル運 転 中 に点 灯 し ま す。

AT： オ － ト チュ － ニ ング 中 に 点 滅し ま す 。

イ ベ ン ト： 運 転 動 作中 に イ ベン ト が ONする と 点 灯 しま す 。

出 力 1： 運 転 動 作中 に 出 力 1が ONす る と 点灯 し ま す 。

出 力 2： 運 転 動 作中 に 出 力 2が ONす る と 点灯 し ま す 。

出 力 3： 運 転 動 作中 に 出 力 3が ONす る と 点灯 し ま す 。

SP： 上 段 表 示が 設 定 温度 を 表 示 のと き に 点 灯し ま す 。

OUT： 上 段 表 示が 運 転 中の 操 作 量 を表 示 の と きに 点 灯 し ます 。

PV： 下 段 表 示が 現 在 温度 を 表 示 のと き に 点 灯し ま す 。

TIM： 下 段 表 示が 時 間 の関 係 を 表 示の と き に 点灯 し ま す 。

《 操作 パ ネ ル 》
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◆ 通 信 ボ－ レ － ト の設 定

１ ．待 機 状 態 時に エ ン タ －キ － を 押し な が ら プロ グ ラ ム を押 し ま す とセ ッ ト アッ プ モ －

ド に な り ます 。 上 段 表示 が . で 下 段 表示 が に な って い ま す 。

こ れ は ア ラ－ ム 温 度 の設 定 値 です か ら 変 更し な い で くだ さ い 。

２ ．キ － で上 段 表 示 をに 合 わ せ ます 。 エ ン タ－ キ － を 押し て テ ンキ － で

0～ 3の 値 を入 力 し て くだ さ い 。（ 初 期 値 は 2400bps）

0･･･9600bps

1･･･4800bps

2･･･2400bps

3･･･1200bps

３ ．解 除 は プ ログ ラ ム キ －を 押 し てく だ さ い 。

■ プ ロ グ ラ ム 方 法

本 機 は 温 度コ ン ト ロ －ル 、 ガ ス、 各 出 力 のコ ン ト ロ －ル を 前 も って プ ロ グラ ム し て

お く こ と によ り 、 す べて 自 動 で処 理 す る こと が で き ます 。

以 下 に プ ログ ラ ム 例 を示 し 、 これ に 基 づ いて パ タ － ン 05に プ ロ グラ ム し てい き ま す 。

◆ 温 度 パタ － ン と 時間 の プ ログ ラ ム

１ ．テ ン キ － で０ 、 ５ と 入力 し 、 パタ － ン 表 示をに しま す 。

２ ．プ ロ グ ラ ムキ － を 押 し、 プ ロ グラ ム モ － ドに し ま す 。キ － の 上 部の ラ ン プが 点 灯

し ま す 。 この 状 態 で テン キ － を押 し て も パタ － ン の 変更 が で き ます 。 （ 上段 ま た は

下 段 表 示 が点 滅 し て ない 状 態 では パ タ － ン変 更 が で きま す ）

０

０

１００

２００

３００

４００

５００

６００

７００

８００

９００

１０００

１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０ 時間（分）

設

定

値

（℃）

ＰＩＤ組

セグメント 























（ON）

（OFF）

イベント

出力１

出力２

出力３

（ON）

（OFF）

（ON）

（OFF）

（ON）

（OFF）（ガス入力）

（ガス2入力）
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３ ．セ グ メ ン ト 00の 温 度 は 20ﾟCで すの で エ ン タ－ キ － を 押し て テ ン キ－ で ２ 、０ と 入 力

し に し ま す 。正 し け れば エ ン タ －キ － を 押 しま す 。 こ の要 領 で 下段 表 示 に

（ 10分 ） と 入力 し て 、エ ン タ － キ－ を 押 し ます 。

４ ．キ － を押 し て セ グメ ン ト を 01に し ま す。

５ ．セ グ メ ン ト 01は 20ﾟC～ 500ﾟCま で 15分 で 上 昇 させ ま す の で、 先 ず 上段 の 温 度 表示 に

と入 力 し ま す。 正 し けれ ば エ ン タ－ キ － を 押し ま す 。 次ぎ に 時 間は 15分 で

す の で ､同 様 にテ ン キ －で 下 段 表 示に と 入 力 し 、正 し け れば エ ン タ －キ － を

押 し ま す 。

６ ．セ グ メ ン ト 02は 700ﾟCまで 10分 間 で昇 温 さ せ ます ｡上 段の 温 度 表 示は  、 下

段 の 時 間 表示 は と 入 力し て く だ さい 。

７ ．キ － でセ グ メ ン トをにし ま す 。

８ ．セ グ メ ン ト 03は 700ﾟCで 10分 間 保 持し ま す 。 テン キ － と エン タ － キ－ で 上 段 の表 示

を 、 下 段 の 表示 を と 入 力し て く だ さい 。

以上 同 じ 要 領で セ グ メン ト 05ま でプ ロ グ ラ ムし て く だ さい 。

温度 と 時 間 はこ れ で プ ログ ラ ム でき ま し た ので 、 次 に イベ ン ト 、 出力 1、 出 力 2、 出 力

3の 動作 を プ ロ グラ ム し ます 。 こ の 4つ の 項 目の プ ロ グ ラム の 際 の 表示 は 、 上段 が セ グ

メン ト に 入 って か ら ONする ま で の所 要 時 間 、下 段 が セ グメ ン ト に 入っ て か ら OFFす る ま

での 所 要 時 間で す 。

注 )ONす る タ イミ ン グ と OFFす るタ イ ミ ン グが 一 致 す る場 合 は OFFが優 先 さ れ ます 。

◆ イ ベ ント の 動 作 （ガ ス 入 力）

１ ．セ グ メ ン トを 00に し てキ －を 押 し 、 ”イ ベ ン ト ”の ラ ン プ が点 灯 す る状 態 に

し ま す 。

２ ．ま ず イ ベ ント 開 始 時 間を 設 定 しま す 。 セ グメ ン ト 00がス タ － ト して 、 す ぐに ONし ま

す の で 、 エン タ － キ －を 押 し てテ ン キ － で上 段 表 示 を 、下 段 表 示は

のま ま に し てお く の でそ の ま ま エン タ － キ －を 押 し ま す。

３ ．次 に イ ベ ント 終 了 時 間を 設 定 しま す 。 セ グメ ン ト 02がス タ － ト して す ぐ に OFFし ま す

の で 、キ － で セ グメ ン ト 表示 をにし て エ ン タ－ キ － を 押し 、 上 段表 示 は

のま ま で エ ンタ － キ －を 押 し 、 下段 表 示 に と 入力 し て エン タ － キ

－ を 押 し ます 。

４ ．イ ベ ン ト はも う 一 段 ON、 OFFが あ りま す の で 前記 の 要 領 でセ グ メ ント 04の 上 段に

、下 段 に、 セグ メ ン ト 05の 上 段 に、 下段 に と

入 力 し ま す。

◆ 出 力 1の 動 作 （ガ ス 2系 統 のガ ス 2入力 ） ※ オ プシ ョ ン

１ ．キ － を押 し て ” 出力 1” の ラ ンプ が 点 灯 する よ う に しま す 。

２ ．出 力 1の 動 作 はセ グ メ ント 05が ス タ－ ト し て から 5分 後に 10分 間 行い ま す 。

３ ．キ － でセ グ メ ン トをにし ま す 。

４ ．エ ン タ － キ－ と テ ン キ－ で 上 段表 示 を  ､下 段 表 示を に し ま す。

（ 下段 の 15は セグ メ ン トの 始 ま り から の 時 間 を示 し ま す ので こ こ では 10分 間 動作 す

る こ と に なり ま す ）

◆ 出 力 2の 動 作

１ ．キ － を押 し て ” 出力 2” の ラ ンプ が 点 灯 する よ う に しま す 。

２ ．出 力 2は セ グ メン ト 02がス タ － ト して か ら す ぐに ONし て 10分 間 行 いま す 。

３ ．キ － でセ グ メ ン トに しま す 。

４ ．エ ン タ － キ－ と テ ン キ－ で 上 段表 示 を  ､下 段 表 示を に し ま す。
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◆ 出 力 3の 動 作

１ ．キ － を押 し て ” 出力 3” の ラ ンプ が 点 灯 する よ う に しま す 。

２ ．出 力 3は セ グ メン ト 03がス タ － ト して か ら す ぐに ONし て 10分 間 行 いま す 。

３ ．キ － でセ グ メ ン トに しま す 。

４ ．エ ン タ － キ－ と テ ン キ－ で 上 段表 示 を  ､下 段 表 示を に し ま す。

◇ イ ベン ト 、 出 力 1、出 力 2、出 力 3の ON時間 が 次 の セグ メ ン ト にま た が る場 合 以 下 のよ う に

プ ログ ラ ム す るこ と も で きま す 。

・上 段 表 示 にセ グ メ ン トに 入 っ てか ら ONさ せる ま で の 時間 、 下 段 表示 に は OFFする 時 間

を 入 力 し ます 。

－ 例－ 上 記 プロ グ ラ ム 例の 1回 目 の イベ ン ト 動 作

“ イ ベ ン トの ラ ン プ ”を 表 示 させ 、 セ グ メン トの上 段 表 示 を 、 下 段

表 示 を に しま す 。

◆ プ ロ グラ ム の 消 去方 法

・ 消去 し た い パタ － ン を テン キ － で選 び 、 プ ログ ラ ム モ －ド に し ま す。 （ 温 度設 定 の 状

態） エ ン タ －を 押 し 、 上段 表 示 を点 滅 さ せ て、を 入 力 す れば 、 選 択さ れ た

パタ － ン す べて が 消 去 され ま す 。（ セ グ メ ント 00で 行 った 場 合 ）

ある セ グ メ ント 以 降 の （そ の セ グメ ン ト も 含む ） 内 容 を消 去 し た い場 合 は 、キ －

で消 去 し た いセ グ メ ン トに し て 、温 度 設 定 の値 にを 入 力 しま す 。

イベ ン ト 、 出力 1～ 3の 設定 時 間 だけ を 消 去 した い 場 合 は消 去 し た い項 目 にを

入力 し ま す 。

－ 例－ パ タ －ン 05の セ グメ ン ト 04以 降 を 消 去す る 場 合

・ テ ン キ －で パ タ － ンをにす る 。

・キ －で セ グ メ ント をに し て 、 エン タ － を 押し 、 上 段 表示 を 点 滅さ せ て か

ら 、を 入 力し 再 び エン タ － を 押し ま す 。

－ 例－ 出 力 2の 動作 を 消 去す る 場 合

・ プ ロ グ ラム モ － ド にし て 、キ －で セ グ メ ントの “出 力 2” の ラン プ

が 点 灯 する よ う に しま す 。

エ ン タ －キ － を 押 して 上 段 表示 を 点 滅 させ 、を 入 力 し再 び エ ンタ － を

押 し ま す。

以 上で プ ロ グ ラム は 終 わり ま し た が、 用 途 に 応じ て PID定 数の セ ッ ト 、

ソ －ク ス ト ッ プ、 リ ン クパ タ － ン プロ グ ラ ム 等の 設 定 が でき ま す 。

以 下の 要 領 で プロ グ ラ ムを 行 っ て くだ さ い 。

◆ PID定 数 の セ ット

この コ ン ト ロ－ ラ は 3種 類の 異 な っ た PID定 数を 各 セ グ メン ト に 割 り当 て る こと に よ り

最適 な 温 度 制御 が で き ます 。 一 般に PID定 数 は 、炉 内 温 度 領域 と 、 炉内 の 熱 処 理物 の 量

によ っ て 最 適値 が 異 な りま す 。 本機 で は 3つ の PID定 数 を使 用 頻 度 の高 い 温 度領 域 を 3つ

に分 け 、 空 積状 態 で PID組 1は 500ﾟC、 PID組 2は 700ﾟC、 PID組 3は 900ﾟC付 近 で 最 適の コ ン

トロ － ル が 行え る よ う に各 定 数 が予 め 記 憶 され て い ま す。 こ の 3つ の定 数 は 、 P-24の

”オ － ト チ ュ－ ニ ン グ 操作 ” で 簡単 に 変 更 が可 能 で す 。

こ のプ ロ グ ラ ム例 で は 、 PID組 1を セグ メ ン ト 00、 01に 、 PID組 2を セ グメ ン ト 02、 03に 、

PID組 3を セ グ メン ト 04、 05に セ ッ トし て み ま す。
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１ ．プ ロ グ ラ ムモ － ド に して セ グ メン ト 表 示 をに し ます 。

２ ．キ － を押 し 、 上 段の 表 示 が にな る よ う に操 作 し ま す。

３ ．エ ン タ － キ－ を 押 し 、テ ン キ －で 表 示 を に し、 正 し け れば エ ン タ－ キ － を

押 し ま す 。（ 初 期 値 は で す 。 ）

４ ．キ － でセ グ メ ン ト 01も を に し ます 。

５ ．セ グ メ ン ト 02､03は PID組 2で す の で、 テ ン キ －で を そ れ ぞれ に し ま

す 。

６ ．セ グ メ ン ト 04､05は PID組 3で す の で、 テ ン キ －で を そ れ ぞれ に し ま

す 。

◆ ソ － クス ト ッ プ のセ ッ ト

この コ ン ト ロ－ ラ は 時 間優 先 で 進行 し て い きま す の で 、目 標 温 度 に達 し な くて も 、 そ

のセ グ メ ン トの 時 間 が 経過 す れ ば次 の セ グ メン ト に 移 って し ま い ます 。 従 って 炉 の 性

能以 上 の 温 度上 昇 に な るよ う に プロ グ ラ ム しま す と 、 目標 温 度 に なる 前 に 次の セ グ メ

ント に 移 り ます 。 こ れ を防 ぐ た めに 目 標 温 度の ± 1～ 99ﾟCの範 囲 に はい る ま で 進行 時 間

を止 め る よ うに プ ロ グ ラム で き ます 。 こ れ がソ － ク ス トッ プ の プ ログ ラ ム です 。

ソ－ ク ス ト ップ は 設 定 され た セ グメ ン ト の 温度 に 対 し て働 き ま す 。セ グ メ ント の 設 定

時間 経 過 後 、 SP値 （ 設 定温 度 ） ±ソ ー ク ス トッ プ 温 度 に PV値 （ 現 在温 度 ） が達 し て い

ない 場 合 、 TIMラン プ が 点滅 を 開 始 し範 囲 に 入 るま で 次 の セグ メ ン トに は 移 り ませ ん 。

温度 幅 設 定 を 0ﾟCに し ま すと ソ － ク スト ッ プ 動 作は 行 い ま せん 。

１ ．プ ロ グ ラ ムモ － ド に しキ －で 上 段 表 示が . . を 表 示 す るよ う に し、キ

－ で ソ － クス ト ッ プ を必 要 と する セ グ メ ント に し ま す。 エ ン タ －キ － を 押し て 温 度

幅 (1～ 99ﾟCの 任 意 の 温度 )を 入 力 し再 び エ ン タ－ キ － を 押し ま す 。

２ ．初 期 値 は に なっ て い ます の で ソ －ク ス ト ッ プを 必 要 と しな い 場 合は 変 更 の

必 要 は あ りま せ ん 。

◆ リ ン クパ タ － ン プロ グ ラ ム

この プ ロ グ ラム コ ン ト ロ－ ラ は 10種 類 の リ ンク 専 用 パ タ－ ン を 備 えて い ま す。

パタ － ン 40～ 49が そ の パタ － ン です 。

リン ク パ タ －ン プ ロ グ ラム と は 、そ れ ぞ れ プロ グ ラ ム が組 ま れ た パタ － ン を任 意 に

順次 運 転 さ せる 為 の 機 能で す 。 最大 20パ タ －ン の プ ロ グラ ム が リ ンク で き ます 。

以下 パ タ － ン 40に プ ロ グラ ム を 組ん で み ま す。

１ ．テ ン キ － を押 し 、 パ タ－ ン 表 示をに しま す 。

プ ロ グ ラ ムキ － を 押 して プ ロ グラ ム モ － ドに し ま す 。メ イ ン 表 示の 左 半 分は リ ン ク

番 号 （ 整 理番 号 ） で 、右 半 分 がリ ン ク す るパ タ － ン です 。

２ ．エ ン タ － キ－ を 押 し ます 。 右 半分 が 点 滅 しま す の で テン キ － で 好み の パ タ－ ン を 入

力 し ま す 。エ ン タ － キ－ で 決 定で す 。 上 下（ 00番 、 01番 ） の 入 力が 終 わ りま し た ら

キ － で番 号 を 02番、 03番 にし て パ タ －ン 入 力 を 行い ま す 。

３ ．全 て の 入 力が 終 わ り まし た ら 、プ ロ グ ラ ムキ － を 押 しプ ロ グ ラ ムモ － ド を解 除 し ま

す 。キ－ で プ ロ グラ ム 内 容が 確 か め られ ま す 。

４ ．リ ン ク パ タ－ ン プ ロ グラ ム の 消去 方 法 は 、プ ロ グ ラ ムモ － ド で 消し た い 番号 の 表 示

に しを入 力 し て くだ さ い 。そ の 番 号 以降 の 番 号 は全 て 消 去 され ま す 。
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◆ プ ロ グラ ム マ ッ プ
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■ 運 転 操 作

前 記 の 項 でプ ロ グ ラ ムさ れ た 内容 を 実 際 に運 転 し て みま す 。 プ ログ ラ ム され た 温 度

の 上 限 が 900ﾟCで す の で、 過 昇 温 設定 器 は 1000ﾟC前 後 に セッ ト し てお き ま す 。

こ の プ ロ グラ ム で は ガス （ イ ベン ト ） を 使用 し ま す 。 0.1MPaに 調圧 し た ガス を ガ ス

導 入 ユ ニ ット （ P70は オプ シ ョ ン ）後 部 の ガ ス入 力 に 配 管し 、 ガ スス イ ッ チ を入 に

し ､流 量 を 設 定し ､ガ スス イ ッ チを 自 動 に 戻し て お き ます 。

・ コン ト ロ － ラの パ タ － ンを テ ン キ－ でにし ま す 。

・ 運転 キ － を 押せ ば ス タ －ト し ま す。

◆ プ ロ グラ ム 運 転 中の そ の 他の 動 作

１ ．プ ロ グ ラ ムの 確 認 、 変更

・プ ロ グ ラ ムキ － を 押 すと 、 プ ログ ラ ム ラ ンプ が 点 滅 し、 こ の モ －ド に 入 った こ と を

示 し ま す 。

・プ ロ グ ラ ムを 行 っ た 要領 で プ ログ ラ ム 内 容の 確 認 、 変更 が で き ます 。

た だ し 、 現在 進 行 中 のセ グ メ ント の 内 容 は変 更 で き ませ ん 。 ま たパ タ － ンの 削 除 セ

グ メ ン ト の削 除 も で きま せ ん 。

・確 認 、 変 更が 終 わ れ ば再 び プ ログ ラ ム キ －を 押 し て くだ さ い 。 解除 さ れ ます 。

２ ．プ ロ グ ラ ム運 転 中 の パス 動 作

・現 在 処 理 して い る セ グメ ン ト をキ ャ ン セ ルし て 、 次 のセ グ メ ン トに 移 る とき パ ス

キ － を 押 しま す 。

３ ．オ － ト チ ュ－ ニ ン グ 操作

・最 適 の 温 度コ ン ト ロ －ル を す るた め に 、 必要 に 応 じ て PIDの オ － トチ ュ － ニ ング 操 作

を 行 い ま す。

PID定 数 は 処 理温 度 、 処理 物 の 量 に左 右 さ れ ます の で 、 熱処 理 条 件に 合 わ せ てオ ー ト

チ ュ ー ニ ング 操 作 を 行い ま す 。

操 作 方 法 は運 転 中 の 上昇 時 間 中ま た は 保 持時 間 中 に 、目 的 の 温 度に な っ た所 で Ａ Ｔ

キ － を 押 しま す 。

オ － ト チ ュ－ ニ ン グ 動作 に 入 ると 、 ATラ ンプ が 点 滅 し、 オ － ト チュ － ニ ング 動 作 に

入 っ た こ とを 知 ら せ ます 。 オ －ト チ ュ － ニン グ が 終 われ ば 消 灯 し、 運 転 され て い る

エ リ ア の 定数 が 書 き 換え ら れ ます 。 オ － トチ ュ － ニ ング の 途 中 解除 は Ａ Ｔキ － を も

う 一 度 押 しま す 。

オ － ト チ ュ－ ニ ン グ は PV（ 現 在温 度 ） に 対し て 計 算 を行 い ま す 。

※ PIDコ ン ト ロー ル の 詳細 は P-28を参 照 。

４ ．上 下 表 示 切替 キ －

・温 度 コ ン トロ － ル の 状態 が こ のキ － を 押 すこ と に よ り、 確 認 で きま す 。

SP(ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ)： そ のセ グ メ ント の 設 定 温度 を 表 わ しま す 。

OUT(ｱｳﾄ)： 現 在の 操 作 量を 表 わ し ます 。

TIM(ﾀｲﾑ)： セ グメ ン ト の経 過 時 間 を表 わ し ま す。

PV(ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭ-)： 現 在の 炉 内 温度 を 表 わ しま す 。
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■ 他 の 操 作

◆ 停 電 時の 動 作

・プ ロ グ ラ ム運 転 中 に 停電 が 発 生し 、 復 帰 した と き に 、前 の 状 態 から 続 け て運 転 を 実

行 す る の か、 運 転 を 停止 す る のか の 選 択 がで き ま す 。 "■後 部 端 子 "の 項 を参 照 し て

く だ さ い 。

・出 荷 時 は 停電 復 帰 後 、運 転 を 停止 す る よ うに セ ッ ト され て い ま す。

●停 電 に な りま す と 、 冷却 用 フ ァン が 動 作 しま せ ん 。 その 為 、 炉 内が 熱 い と外 装

ケ － ス が 異常 に 熱 く なる 可 能 性が あ り ま す。 触 れ た りし な い で くだ さ い 。

火 傷 す る 恐れ が あ り ます 。

◆ 流 量 計の 取 り 扱 い（ P70はオ プ シ ョン ）

・流 量 計 は 指定 以 外 の ガス を 使 用す る と 正 確な 値 を 表 示し ま せ ん 。

・流 量 の 読 み取 り 指 示 は、 ボ － ルフ ロ － ト の中 央 で 読 み取 り ま す 。ガ ラ ス 管が レ ン ズ

の よ う に なり ま す の でボ － ル と水 平 高 さ の位 置 で 読 んで く だ さ い。

・フ ロ － ト 式流 量 計 は 、入 力 と 出力 の 圧 力 の違 い に よ り、 流 量 が 異な り ま す。 本 機 は

入 力 圧 力 を 0.1MPaで 調整 し て あり ま す の で、 ガ ス 入 力側 に レ ギ ュレ － タ を入 れ 、

0.1MPaに 調圧 し て 使 用し て く ださ い 。

《 取 り 扱 い上 の 注 意》

● こ の 流 量計 は 微 少流 量 を 計 測す る た め テ－ パ 管 と 、フ ロ － トと の す き 間が

非 常 に 少な く な って い ま す 。ゴ ミ 、 水 分等 が 入 り ます と 詰 まっ た り 、 不安

定 に な った り し ます の で フ ィル タ － を 入れ て 使 用 され る こ とを お す す めし

ま す 。

● 急 激 に 、圧 力 、 流量 が 変 化 しま す と 、 フロ － ト が 飛び 上 が り、 ガ ラ ス が割

れ る 場 合が あ り ます 。 レ ギ ュレ － タ を 入れ て 調 圧 して か ら 使用 し て く ださ

い 。

● ニ － ド ルバ ル ブ は、 力 一 杯 回さ な い で くだ さ い 。 内部 の 部 品が つ ぶ れ 、流

量 制 御 がで き な くな り ま す 。

《 流量 計 の 指 定外 の ガ ス 流量 に つ いて 》

窒 素 （ 標 準流 量 計 ） 以外 の ガ スを 使 用 す ると き は 、 下表 の 変 換 表を 参 照 して 換 算 し

て く だ さ い。

２ ２使 用ガ ス 種 He Ar Ne Xe CO Air O

窒 素流 量 値 2.65 0.83 1.18 0.46 0.80 0.98 0.94

－ 例 － 窒素 の 流 量 計に ヘ リ ウム を 流 し 、そ の 時 の 値が 1L/minの時

1× 2.65=2.65と な り 、実 際 は 2.65L/min流 れ た こと に な る。
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■ 安 全 装 置 、 警 報 機 能 に つ い て

◆ 電 源 OFF後 の 冷却 フ ァ ン 動作

・外 装 ケ － スの 温 度 上 昇を 防 ぐ ため に 、 電 源ス イ ッ チ を OFFに し て も炉 内 温 度 が

300ﾟC程 度 以 下に な る まで フ ァ ン が動 作 を 続 けま す 。

●炉 内 が 300ﾟC以上 の 時 は本 機 の ブ レ－ カ を 遮 断し た り 、 元の 電 源 を遮 断 し た りし

な い で く ださ い 。 冷 却用 フ ァ ンが 停 止 し 、外 装 ケ － スが 異 常 に 熱く な る 可能 性 が

あ り ま す 。触 れ た り しま す と 、火 傷 す る 恐れ が あ り ます 。

● 本 機 の ブレ － カ を切 っ た り 、元 の 電 源 を切 り ま す と、 冷 却 ファ ン が 回 らず

外 装 ケ －ス の 温 度が 上 昇 し 、本 体 に ダ メ－ ジ を 与 える 可 能 性が あ り ま すの

で し な いで く だ さい 。 ブ レ －カ を 切 る 場合 は 、 冷 却フ ァ ン が止 ま っ て いる

事 を 確 認の 上 切 って く だ さ い。

◆ リ ア カバ － セ ン サ－ に つ いて

・後 部 パ ネ ルを 外 し た まま 温 度 上昇 さ せ ま すと 、 冷 却 ファ ン の 冷 却能 力 が 低下 し 、 外

装 ケ － ス の温 度 が 上 昇し て 危 険で す 。 そ の為 、 後 部 パネ ル を 装 着し な い 状態 で は ヒ

－ タ － 回 路が 遮 断 さ れる 様 に なっ て お り 温度 上 昇 は 行え ま せ ん 。

◆ プ ロ グラ ム コ ン トロ － ラ 感知 エ ラ －

・エ ラ － 表 示一 覧

表 示 エ ラ － 内 容

 ヒ － タ－ 断 線

 温 度 セン サ － 異常

 過 昇 温異 常 （ 別系 統 ）

 メ モ リ－ 内 容 異常

 過 昇 温異 常 （ プロ グ ラ ム コン ト ロ － ラ）

以 下 エ ラ －動 作 の 詳 細を 述 べ ます 。

１ ．ヒ － タ － 断線

・ヒ － タ － が断 線 （ 片 切れ ） し た場 合 、 エ ラ－ ブ ザ － が鳴 り 、を 点滅 表 示 し

ま す 。

・ヒ － タ － 断線 は 片 切 れし か 検 出し ま せ ん ので 万 一 、 左右 の ヒ － タ－ が 同 時に 切 れ た

場 合 や ま たは 、 片 切 れ後 も う 一方 の ヒ － タ－ が 断 線 した 場 合 は 、エ ラ － 表示 が 出 な

い 場 合 が あり ま す 。 この 時 は 、運 転 動 作 等を 行 っ て もヒ － タ － が断 線 し てい ま す の

で 温 度 上 昇は し ま せ ん。

・ヒ － タ － 断線 し た 場 合は ヒ － タ－ を 交 換 して く だ さ い。 （ ヒ － タ－ 交 換 の詳 細 は 販

売 店 に お 問い 合 わ せ くだ さ い 。）
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２ ．温 度 セ ン サ－ 断 線 に つい て

・温 度 セ ン サ－ が 断 線 した 場 合 、エ ラ － ブ ザ 《 後 部 パネ ル を 取 り外 し 時 の後 面 図 》

－ が 鳴 り 、ヒ － タ － 回路 を 遮 断し 、

を点 滅 表 示 しま す 。

・後 部 パ ネ ルを 取 り 外 し温 度 セ ンサ － を 交 換

し て く だ さい 。

（ 温 度 セ ンサ － 交 換 の詳 細 は 販売 店 に お 問

い 合 わ せく だ さ い 。）

３ ．過 昇 温 設 定器 （ 別 系 統）

・本 機 は 万 一何 ら か の 原因 で 温 度コ ン ト ロ －ル が 不 能 にな り 異 常 上昇 し た 時、 安 全 の

為 に 別 系 統の 過 昇 温 設定 器 を 備え て い ま す。 後 部 パ ネル の つ ま みを 回 し て、 使 用 さ

れ る 温 度 より 100～ 200ﾟC程 度 高め に 設 定 して く だ さ い。 設 定 さ れた 温 度 より も 炉 内

の 温 度 が 高く な っ た 時は エ ラ －ブ ザ － が 鳴り 、 ヒ － タ－ 回 路 を 遮断 し 、を

点 滅 表 示 しま す 。

・過 昇 温 異 常が 発 生 し た時 は 、 異常 に な っ た原 因 を 取 り除 い て か ら、 過 昇 温異 常 設 定

器 の 温 度 を上 げ る か 、炉 内 温 度が 下 が る まで 放 置 し てか ら 再 度 電源 を 入 れて く だ さ

い 。

※ 設 定 温度 は ± 10ﾟC程 度 の 誤差 が あ り ます 。

４ ．メ モ リ － 内容 異 常

・電 源 投 入 時に プ ロ グ ラム の 内 容が 正 し く 記憶 さ れ て いる か チ ェ ック を 行 って い ま す 。

そ の 際 に エラ － が 発 生し た 場 合、 エ ラ － ブザ － が 鳴 り、で 点 滅 表示 し ま す 。

再 度 電 源 を投 入 す る と解 除 さ れま す 。 何 度行 っ て も エラ － 表 示 がで る 場 合は 内 部 の

バ ッ ク ア ップ 電 池 が 消耗 し プ ログ ラ ム 内 容の 記 憶 が でき な く な って い る 可能 性 が あ

り ま す の で修 理 依 頼 を行 っ て くだ さ い 。

・エ ラ － が 発生 す る と プロ グ ラ ム内 容 、 PID定 数等 が 全 て 初期 化 さ れる の で 再 度設 定 を

行 っ て く ださ い 。

５ ．過 昇 温 異 常（ プ ロ グ ラム コ ン トロ － ラ ）

・前 記 に 述 べた 過 昇 温 設定 器 に よる 検 出 と は別 に プ ロ グラ ム コ ン トロ － ラ 自身 も 異 常

温 度 上 昇 の検 出 を 行 って い ま す。 炉 内 温 度が 1250ﾟC以上 に な っ た場 合 に エラ － ブ ザ

－ が 鳴 り 、で点 滅 表 示し ま す 。

・エ ラ － が 発生 し た 場 合は 、 原 因を 取 り 除 いて か ら 再 度電 源 を 入 れて く だ さい 。



- 28 -
W1005600-4

用 語 解 説■

１） PIDコ ン ト ロ－ ル と オ－ ト チ ュ －ニ ン グ

・ P動 作 （ 比 例動 作 ）

設 定 値 に対 し て 比 例帯 を 持 ち、 そ の 中 では 操 作 量 がそ の 偏 差 に比 例 す る動 作 を 比

例 動 作 とい う 。 現 在温 度 が 比例 帯 よ り 低け れ ば 操 作量 は 100％ 、比 例 帯 に 入れ ば 操

作 量 は 偏差 に 比 例 して 徐 々 に小 さ く な り、 設 定 値 と現 在 温 度 が一 致 す れば 操 作 量

は 50％ とな る 。 つ まり ON/OFF動 作 に 比 べる と ハ ン チン グ の 小 さい 滑 ら かな 制 御 が

可 能 に なる こ と に なる 。

・ I動 作 （ 積 分動 作 ）

比 例 動 作で は 必 ず オフ セ ッ トの 発 生 が ある 。 そ こ で比 例 動 作 に積 分 動 作を 組 み 合

わ せ て 使用 す る こ とで 、 時 間の 経 過 に 従い オ フ セ ット が な く なり 制 御 温度 と 設 定

温 度 が 一致 す る よ うに な る 。

・ D動 作 （ 微 分動 作 ）

比 例 制 御と 積 分 動 作を 組 み 合わ せ て も 、制 御 結 果 に対 す る 訂 正動 作 な ので ど う し

て も 応 答が 遅 く な って し ま う。 微 分 動 作は こ れ を おぎ な う た めの も の で、 偏 差 の

生 じ る 傾斜 （ 微 分 係数 ） に 比例 し た 操 作量 で 訂 正 動作 を 行 う 。こ れ に よっ て 急 激

な 外 乱 に対 し て 大 きな 操 作 量を 与 え て 、い ち 早 く もと の 制 御 状態 に 戻 るよ う に 働

く 動 作 であ る 。

・ PID動 作

PID動 作 は 上記 で 説 明し た 比 例 動作 、 積 分 動作 、 微 分 動作 を 組 み合 わ せ た もの で 、

ム ダ 時 間の あ る 制 御対 象 に すぐ れ た 制 御結 果 を も たら す 。

・ オ － ト チュ － ニ ン グ

ど の よ うな 制 御 対 象に も 最 適な 制 御 を 行う よ う に 比例 帯 幅 、 積分 時 間 、微 分 時 間

を 計 算 すれ ば よ い が、 一 般 的に は 不 可 能で あ る 。 この た め オ －ト チ ュ －ニ ン グ 機

能 を 利 用し て 最 適 な 3つ の 定 数 をコ ン ピ ュ －タ に 計 算 をさ せ る 方法 が 多 く とら れ

て い る 。本 機 で は 限界 感 度 を用 い て オ －ト チ ュ － ニン グ 動 作 から 3つ の 定 数を コ

ン ピ ュ －タ で 計 算 して い る 。

２） ソ ー ク スト ッ プ 機 能

例 え ば 温度 上 昇 速 度 (t2)を 非常 に 早 く プロ グ ラ ム した 時 の 運 転結 果 に つい て

・ ソ ー ク スト ッ プ 温 度 0ﾟCの 時

理 想 の 温度 上 昇 に 炉が 追 従 せず

に 、 設 定温 度 (SP)に達 し て いな

い の に t2が 経 過 し 、 t3の 保 持動

作 に 入 って し ま う 。

・ ソ ー ク スト ッ プ 温 度 5ﾟCの 時

t2が 経 過し て も 保 持動 作 に 移行

せ ず に 、設 定 温 度 ± 5℃ に な る

ま で 時 間カ ウ ン ト を停 止 。 ± 5

℃ の 範 囲に は い れ ば t3の 保 持動

作 を 開 始す る 。 （ ソ－ ク ス トッ プ 温 度 0ﾟCはソ － ク ス トッ プ 機 能 OFF）

つ ま り 時間 優 先 で 運転 し た いと き は 、 ソー ク ス ト ップ を 0ﾟC、 温度 優 先 で 運転 し た

い と き はソ ー ク ス トッ プ に 温度 幅 を 設 定す れ ば よ い。
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■ 専 用 通 信 ソ フ ト ウ ェ ア の 紹 介

本機 の 性 能 を、 よ り よく 発 揮 し てい だ だ く ため に 、 専 用通 信 ソ フト ウ ェ ア KDM-232

をオ プ シ ョ ンで 用 意 して い ま す 。

◆ 概 要

本 プ ロ グ ラム を 起 動 する と 、 画面 1の よ う な 編集 画 面 が 現れ ま す 。

各 セ グ メ ント の 温 度 、時 間 、 ガス イ ベ ン ト、 各 出 力 の動 作 等 全 ての プ ロ グラ ム 状 況

が 1画 面 で 見 る事 が で き、 プ ロ グ ラム の 編 集 、変 更 作 業 も数 字 キ －で 簡 単 に 行え ま す 。

ま た 、 記 憶メ デ ィ ア 容量 範 囲 でプ ロ グ ラ ムの 内 容 が 、無 限 に 記 憶で き ま すの で 、 プ

ロ グ ラ ム 内容 の 管 理 が容 易 に なり ま す 。

ま た 、 画 面 1で作 成 し たプ ロ グ ラ ムを 画 面 ２ のよ う な 時 間軸 を 横 に、 温 度 軸 を縦 に

描 い た ト レン ド 状 況 と画 面 3の セ グメ ン ト 毎 のト レ ン ド 状況 を 表 示し ま す の で、 一

目 で 運 転 状況 が 把 握 でき ま す 。

運 転 中 は 、こ の ト レ ンド グ ラ フに 運 転 の 軌跡 を 進 行 と共 に 同 一 グラ フ 上 に重 ね て 記

録 し て い きま す の で 、デ － タ とし て 名 前 を付 け て フ ロッ ピ － デ ィス ク に 記録 で き ま

す 。 ま た 、プ リ ン タ －で 印 刷 も行 え ま す 。

《 画 面 1》
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《 画 面 2》

《 画 面 3》
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■ 本 機 の 保 証 に つ い て

本機 は 厳 正 な社 内 検 査 を経 て 出 荷さ れ て お りま す が 、 万一 製 造 上 の不 備 、 輸送 中 の 事

故等 、 当 社 の責 に よ る 故障 が 発 生し た 場 合 には 、 本 社 営業 サ － ビ ス部 、 ま たは 代 理 店

に申 し 付 け くだ さ い 。 無償 に て 交換 、 ま た は修 理 い た しま す 。

◆ 保 証 対象

・ KDF-P70、 P70G本 体

・本 体 に 取 り付 け ら れ てい る オ プシ ョ ン

・納 入 直 後 の付 属 品

◆ 保 証 範囲

・納 入 時 、 輸送 上 の 不 具合 に よ る損 傷 が あ る製 品 。

・納 入 日 か ら保 証 期 間 （ 1ヶ 年 ） 以 内の 製 品 。 但し 炉 の ヒ －タ － 、 断熱 材 、 熱 電対 、

炉 床 板 、 消耗 品 は 保 証対 象 外 にな り ま す 。

・保 証 期 間 中で 使 用 温 度範 囲 、 使用 電 源 等 、仕 様 の 条 件内 で 御 使 用に な っ てい る に も

か か わ ら ず、 基 本 性 能を 満 足 して い な い 製品 。

◆ 保 証 範囲 外

・納 入 よ り 1ヶ 年を 過 ぎ てい る 製 品 。

・天 災 に よ って 発 生 し た故 障 、 不具 合 。

・取 扱 上 の 不注 意 、 誤 った 使 用 法に よ っ て 発生 し た 故 障、 不 具 合 。

・異 常 環 境 下に お け る 故障 、 不 具合 。

・当 社 の 認 可し て い な い人 の 修 理や 改 造 に よる 故 障 、 不具 合 。

・焼 成 を 行 う材 料 に よ って は 断 熱材 、 ヒ － タ－ 、 炉 床 板等 と 反 応 し炉 体 を 傷つ け る 場

合 が あ り ます が そ の 際の 故 障 や不 具 合 に つい て は 有 償と な り ま す。 焼 成 を行 う 前 に

充 分 材 料 をお 調 べ く ださ い 。

お 問 い 合わ せ 先



SI営 業 部

おお やけい しご おり ちょう

〒 607-8187 京 都 市 山 科区 大 宅 石郡 町 130番 地

TEL.075-571-1000・ FAX.075-572-9000

si@kdf.co.jpE-mail

http://www.kdf.co.jp/HomePage


